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梛
の
葉

熊
野
牛
玉
宝
印

（
本
宮

）

　
　
田
辺
祭
と
八
咫
烏

 
古
く
は
「
牟
婁
ノ
津
」
と
呼
ば
れ

た
和
歌
山
県
田
辺
市
、
熊
野
三
山
信

仰
華
や
か
り
し
頃
は
熊
野
へ
の
入
り

口
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
、
江
戸
時

代
に
は
紀
州
徳
川
家
の
御
付
家
老
安

藤
家
が
３
万
８
千
石
の
所
領
と
田
辺

城
を
与
え
ら
れ
紀
伊
田
辺
藩
を
治
め

た
。

 
こ
の
頃
に
紀
州
三
大
祭
り
の
一
つ

と
言
わ
れ
る
田
辺
祭
の
祭
典
も
整
え

ら
れ
、
近
郷
に
稀
な
大
祭
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 
和
歌
山
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

で
あ
る
闘
鶏
神
社
の
例
大
祭
「
田
辺

祭
」
は
４
６
０
有
余
年
の
長
い
歴
史

を
持
つ
祭
典
で
毎
年
７
月
２
４
・
２

５
日
に
営
ま
れ
、
田
辺
市
の
夏
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
祭
り

は
、
旧
城
下
の
各
商
人
町
か
ら
８
基

の
「
お
笠
」
と
言
わ
れ
る
山
車
の
一

種
、
笠
鉾
と
住
矢
と
呼
ば
れ
る
衣
笠

が
２
日
間
に
亘
っ
て
町
中
を
巡
行
、

町
あ
げ
て
の
賑
わ
い
と
な
る
。

 
こ
の
笠
鉾
１
基
と
衣
笠
そ
し
て
高

張
提
灯
に
八
咫
烏
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
闘
鶏
神
社
の
成
り
立

ち
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
平
安
時
代
に
熊
野
別
当
湛
快

が
田
辺
別
当
家
を
創
立
し
「
熊
野
坐

　
会
員
の
皆
様
へ

大
神
」
を
勧
請
し
た
の
が
「
新
熊
野

十
二
所
権
現
宮
」
で
現
在
の
闘
鶏
神

社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
熊
野
の
神
の

使
い
で
あ
る
八
咫
烏
が
使
用
さ
れ
て

い
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

 
田
辺
祭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る

と
紺
屋
町
の
衣
笠
に
は
、
八
咫
烏
の

刺
繍
が
縫
い
込
ま
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
片
町
の
笠
鉾
の

幕
４
か
所
に
も
八
咫
烏
の
刺
繍
が
あ

り
、
高
張
提
灯
に
も
同
じ
く
八
咫
烏

　
が
描
か
れ
て
い

　
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ

　
ウ
イ
ル
ス
の
影

　
響
で
令
和
２
年

の
田
辺
祭
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
御

祭
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
会
員
の
皆
さ

ん
も
是
非
田
辺
祭
を
見
学
し
て
、

我
々
の
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
八
咫

烏
を
探
し
て
頂
き
た
い
。

（
松
本
　
純
一
・
元
世
界
遺
産
熊
野

本
宮
館
館
長
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
当
協
会
も
本
年
度
は

事
業
展
開
が
む
つ
か
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
通
常
総
会
等
も
行

え
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
総
会
を
書
面
決

議
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
決
算
、
事
業
報
告
、

令
和
２
年
度
予
算
案
、
事
業
案
を
送

付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
同
封
の
ハ

ガ
キ
に
記
載
の
上
ご
返
送
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
局

新
年
を
「
除
災
招
福
」
で

　
会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
今
年
は
ど
ん

な
年
に
な
り
ま
す
こ
と
か
、
心
配
で

す
。

　
昔
か
ら
新
年
に
は
、
悔
過
会
と
か

修
正
会
と
呼
ば
れ
る
正
月
を
修
す
る

行
事
が
あ
り
ま
す
。
罪
科
を
祓
い
、

新
し
い
年
の
平
安
を
祈
る
祭
で
す
。

豊
作
祈
願
の
餅
を
供
え
、
「
除
災
招

福
」
の
証
と
し
て
、
牛
玉
宝
印
な
ど

を
授
か
る
祈
年
祭
な
の
で
す
。
な
か

で
も
熊
野
の
牛
玉
宝
印
は
、
戦
国
時

代
か
ら
八
咫
烏
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、

「
日
本
大
一
」
有
名
な
お
守
り
札
に

な
り
ま
し
た
。

　
熊
野
三
山
の
神
木
・
梛
も
、
生
命

力
溢
れ
る
そ
の
緑
葉
は
、
魔
除
け
の

お
守
り
と
し
て
、
熊
野
権
現
の
神
詠

が
表
れ
る
と
さ
れ
る
な
ど
大
変
有
名

で
す
。

　
熊
野
牛
玉
宝
印
と
梛
の
葉
は
、
熊

野
詣
の
人
々
が
三
山
そ
れ
ぞ
れ
で
、

帰
り
が
け
に
授
か
る
大
切
な
護
符
で

し
た
。
所
願
が
成
就
す
る
証
と
し

て
、
東
門
（
油
戸
）
で
い
た
だ
い
た

の
で
す
。
言
わ
ば
お
守
り
の
元
祖

で
、
魂
の
救
済
に
関
わ
る
重
要
な
呪

物
で
し
た
。

　
今
回
の
八
咫
烏
マ
ー
ク
の
マ
ス
ク

は
、
そ
ん
な
謂
れ
を
背
景
に
作
成
し

た
も
の
で
す
。
新
年
に
あ
た
り
、
コ

ロ
ナ
を
ふ
っ
飛
ば
す
「
除
災
招
福
」

へ
の
祈
り
の
「
呪
布
」
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
日
本
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
協
会
会
長

 
 
 
 
 
 
 
　
山
本
殖
生
）
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